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そばの花

このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

地域の若い担い手として
「後世へ残そう、豊かな大地」

清水 浩次さん（31歳）
下島営農組合 組合長　岩本 隆夫さん（73歳）

「農業を営む父親

の影響もあった。」

という清水さん。

いずれは農業をや

りたいと考え、農

業関係の高校から

大学の農学部へ進

み、農業全般の基

礎を学んできまし

た。卒業後は、社会経験も必要との思いから

一般企業へ就職。会社員として４年間、働き

ました。

　「本格的に農業と向き合おうと考えていた

時、豊岡農業スクールのことを知り、迷わず入

校しました。２年間農業生産法人で65haもの

大規模な水田を中心に実践的に学ぶことができ

た。」と話してくれました。

　この春、農業スクールを卒業し、父親ととも

に気比地区の水田5.5haで、コシヒカリを中心

に営農を開始。連休明けには田植えも終えまし

た。気比の水田は、「じる田」（湿田）が多く、

面積が比較的狭く、点在するほ場を覚えること

に苦労しました。また、獣害の被害防止の電気

柵や雑草の管理も大変な作業です。

　５月には、認定新規就農者となり、今後は認

定農業者も目指し、新しい作業場を建設中で

す。

　「今は、水田だけですが、キャベツやハクサ

イ等の畑作、冬季には、ハウスを利用し、シュ

ンギクやホウレンソウ等の葉物野菜にも取り組

みたい。」と希望を語ってくれました。

　港地区の担い手として、地域からも大きく期

待されています。

（農業委員　高尾 利美）

　城崎町の円山川右岸に位置する下島地区で
は、兵庫県・豊岡市等の行政やJA等関係機関
の助言・指導を受け、「後世へ残そう、豊かな
大地」をスローガンに、設立総会を開催し、組
合員19名、農作業の受委託（耕うんから刈取り
までの各作業、乾燥調整、精米まで）を中心と
して、平成26年7月15日に下島営農組合が、発
足しました。
　その後、受託面積は、順調に増え、平成31年
には近隣の結地区の農地13筆81ａを受託し、
現在では、下島・結の両地区で27筆184ａの全
作業を受託するようになり、組合員も23名にな
りました。
　一方で、組合員の高齢化、後継者の育成、獣
害の被害等、様々な課題もあるとのことです。
今後は、
・地域全員で考え、担っていく農業
・困った時、気兼ねなく頼め、地域から遊休農
地を出さない農業

・機械等の共同利用等により、低コスト化を目
指す農業

・次世代の担い手を育成し、世代を超えて考え
る農業

・地域の文化と自然を守っていく農業
　これらを目指し、頑張っていかれるとのこと
です。

　（農業委員　石橋 重利）
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伝統農産物・特産農産物の紹介 Part4
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの伝統農産物や特産農産物等を皆さんに知ってもらい地域農業
の振興に役立ててもらうため、平成28年度にマップを作成しました。（Ｎｏ．３６農委だより）特集で農産物等を紹
介していきたいと思います。今回は“但東のシルク野菜”と“丹波黒大豆”です。
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